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咽頭結膜熱（プール熱）
•今年の流
行がいか
に異常な
のかがよ
くわかる



鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞに注意
昨年並みに鳥ｲﾝﾌﾙ
ｴﾝｻﾞが流行すると

クリスマスシーズンなので家庭には
大きな影響となるだろう



中国で閣僚がまたフェードアウト



中国で起きている事

•習近平政権で何が起き
ている

•指導部が発足して１年
たたないうちに相次い
で重要閣僚辞任

•外務大臣・防衛大臣

•共に理由が発表されず

•習政権の基盤揺らぐか



副首相級の二人が失脚
•秦剛外相を解任

•中華人民共和国駐アメリカ合衆国公使・大使

•中国外交部副部長（外務副大臣）、報道局長

•アメリカ在任中に不倫事件を起こしていた

•李尚福国防相を解任

•宇宙ロケット、月探査機プロジェクトに参加

•2013年以降装備発展部の幹部

•装備品の購入にからむ疑惑



なぜ重要閣僚が失脚するのか
•習近平は極端に不正を嫌う

• 共産党内で起こる不正を徹底的に排除する

• 国民から批判されるようなことは一切許さない

•都合の悪いことは伝えない

•駐日ｱﾒﾘｶ大使の言葉

• ｱｶﾞｻ・ｸﾘｽﾃｨの小説「そして誰もいなくなった」

•正式な動静を知らせず幕引きを行っている



この他にも交代した人がいる
•中央銀行総裁 2023年3月 易綱氏続投（任期５年）
•ｱﾒﾘｶの大学で教員もしたこともある評価の高い人
•7月26日 潘功勝副総裁が昇格
•ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞやﾊｰﾊﾞｰﾄﾞに留学経験があるが中央委員やその
候補にもなっていない人物
•党の序列を無視した人事
•ﾛｹｯﾄ軍の最高司令官と政治局員を交代させる
•習近平に次ぐNo2と言われた李強氏を遠ざけ蔡奇氏を重用
•そこから見えるのは習近平子飼いの人物のみが残るという
図式 ＞邪魔者は退ける



中国の政府報道の在り方
•一般的な報道のやり方は記者会見を開いて記者の
質問に答えていく

•中国もその形式ではあるが問題がある

•事前に国営メディアと打ち合わせをしていて、会見で
はその国営メディアを優先して行く

•外国記者などの質問で答えたくない質問には「あな
たの質問の件は、把握していない」で対応

•または外務省伊賀の部門に尋ねて欲しい

•＞都合の良いことだけを発表するという姿勢



•中国は愛国心を教育の
根幹に据える

•学校だけでなく家庭や
職場も例外ではない

•習近平思想の根幹でも
ある

•目的は一党支配に疑問
を持たずその指示に従
う国民性を創造する事



アメリカ下院議長決まる



ｱﾒﾘｶ下院議長選挙
•３週間空席だった下院議長
が決定
•ｽｶﾘｽ院内総務が信任されず
•共和党内で次の候補を模索
•ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ司法委員長もダメ
•ｴﾏｰ院内幹事を選んだがﾄﾗ
ﾝﾌﾟ氏が横やりを入れてダメ
•その結果共和党のジョンソン
議員が当選



トランプ元大統領の力が強い
•エマー院内幹事は穏健派であり支持を集めた

•彼が下院議長になると思うようなことができないと感
じたﾄﾗﾝﾌﾟ元大統領が「名ばかりの共和党員」と批判

•最終的にエマー氏と争ったジョンソン氏が当選

•弁護士出身の強硬派 ｷﾘｽﾄ教保守派と深い関係

•人工中絶・同性婚反対 ｳｸﾗｲﾅ支援懐疑的

•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ大統領当選の議会承認手続きでは認めない

•敗北を覆そうとしたﾄﾗﾝﾌﾟ氏の法廷闘争を支援



マイク ジョンソン
•1972年１月30日生まれ 51歳

•2016年初当選 下院議員４期目

•今までの下院議長の中で最も議員経験の少ない議長

•一般的には党指導部で経験を重ねてから議長に

•今回はジョンソン氏の活動があまり知られていなかっ
たために共和党内でも支持された＞ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ氏と比較

•今後ｲｽﾗｴﾙ支援・ｳｸﾗｲﾅ支援・政府予算等問題山積

•下院の信頼回復と保守派政策の推進にどう動くか



補欠選挙が行われた



補欠選挙の結果
•衆議院長崎４区の補欠選挙

•自民北村氏の死去

•参議院徳島高知の補欠選挙

•自民現職がﾊﾟﾜﾊﾗで辞任

•＞結果は自民の１勝１敗

•岸田政権にとっては衆議院解
散を判断する材料

•低迷する支持率を上げたい



ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ制度
の混乱

安定感
政策に期待
できず



そんな中で行われた補欠選挙
•国政選挙での野党連合がうまくいかない

• 国民民主は共産党との連携は嫌である

• 日本維新は独自候補を出したい

•今回はたまたま保革一騎打ちになった

•徳島高知選挙区では候補者が無所属で立候補

•政党色を消しての選挙戦

•長崎４区では岸田派の北村氏の死去で同じ岸田派
の金子氏 ＞世襲制で３代目となる
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投票率が最低レベルになってしまった
•原因①参議院の合区

•2016年 １票の格差是正のために徳島と高知が合区

•それぞれの候補者の知名度が他県で低い

•2016年から得票率は全国的に見て最低レベル

•原因②自民党の世襲制と派閥批判

•現内閣の構成が派閥に配慮したものになっている

•前回・今回ともに岸田派の人 ＞宏池会の選挙

•今回は三代目



選挙制度について
•義務投票制を取り入れている国

• ﾍﾞﾙｷﾞｰ ｽｲｽ ｲﾀﾘｱ ｷﾞﾘｼｱ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等

•一議院制（111） ＞ 二議院制（81）

•議会があるから民主主義であるとは言えない

•ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱのように国王が議員を指名する国もある

•女性の参政権のない国もある

•日本の制度が世界共通ではないことを認識しましょう



世界で進む政治体制変化
•イスラム教諸国 宗教の教義を政治に反映する

• 女性の地位が低い 教育や就労などに制限

•軍事政権によるクーデター 発展途上国に多い

• 軍事力を使って国民を抑圧する

•過激な思想を持つものが台頭 自国中心という考え

• 自国第一主義＞他を抑圧する 無関心

•国際連合の基本理念が構築できなくなる

• 国際平和と安全の維持



閉鎖独裁主義 選挙独裁主義 選挙民主主義 自由民主主義

民主主義国に住む
人口は29％



現在の世界各国の状況を考える
•自由経済で民主主義を行っている国が減少



選挙制度について
•義務投票制を取り入れている国

• ﾍﾞﾙｷﾞｰ ｽｲｽ ｲﾀﾘｱ ｷﾞﾘｼｱ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ等

•一議院制（111） ＞ 二議院制（81）

•議会があるから民主主義であるとは言えない

•ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱのように国王が議員を指名する国もある

•民主主義の国は34か国

•自国の民主主義に不満を持つ人も多い

•英国（69％）、米国（59％）、ﾌﾗﾝｽ（58％）、日本（53％）



先進国で日本だけ＞記名方式
•皆さんは当たり前のように投票していると思います

•候補者の氏名とか政党名を記入

•唯一最高裁判所の裁判官で×印を記入する

•これは識字率がほぼ100％だからできるわざ

•記名方法の問題点

•①無効票が多く出やすい。

•②開票に時間がかかり、費用がかさむ。

•電子投票などを取り入れればさらに良くなるかも





日本の選挙制度の矛盾
•選挙が公示されて投票までの間世間は騒がしい

•街宣車がやってくる 街頭演説をする ビラを配る

•投票所入場券が送られてくる

•他人から推薦された人に投票していないか

• 統一教会などの集団投票 世襲制度につながる

•候補者や所属政党の政策などを読み込んでいるか

• ＞有権者の自覚と責任の問題

＞投票したい人が登録する



岸田首相の所信表明演説



岸田首相の所信表明
•23日 臨時国会の冒頭で行った所信表明
•「経済 経済 経済」と連呼して始まる
•国民生活優先の経済政策 ＞減税や燃料費補助
•デジタル社会の進展 質の高い公共ｻｰﾋﾞｽを提供
•全ての人が生きがいを感じられる社会
•地方創生と復興、強靭化、万博
•国際環境の変化 分断対立ではなく協調に日本の立位置
•拉致問題
•防衛力の強化 防衛力整備と辺野古推進



岸田首相の所信表明演説



岸田首相は何をやりたいのだろうか
•11項目にわたる所信表明演説だった
•岸田首相が提示してきた「聞く力」「新しい資本主義」
「女性創生」については触れることなく終わる
•安部元首相の憲法改正問題などを踏襲する内容
•拉致問題や万博問題など触れたが具体策はなし
•所得税減税も表明はせず
•経済重視というが、国民生活を向上させるために４
万円の減税というが月額3000円少し
•＞今後の増税もあるのに ＞防衛力増強に43兆円



世耕参議院幹事長の代表質問



自民党内からの批判
•世耕参院幹事長の質問

• 頑張って成果を出しているのに、なぜ評価されない

• 決断し、内容を分かりやすい言葉で伝えて、責任は
しっかり取るのがリーダーであるがそれが出来ず

• 首相が何をやろうとしているのか、全く伝わらな

•二階氏も苦言

• 減税については首相が直接国民に伝える必要あり

• 解散はいつでもできるが国民には気持ちはない



イスラエル・ガザ情勢



ハマス幹部がロシア訪問
•26日 ロシア側が発表

•ハマスの幹部が外国人の人質解放等について支援
を求めた

•ﾛｼｱとﾊﾏｽの

関係は良い

•ﾛｼｱとしても

存在感を与え

る良いﾁｬﾝｽ



•アメリカが止めていた
一部地上戦が始まる

•戦車を使った攻撃

•壁を破壊して侵入

•ﾊﾏｽのｲﾝﾌﾗを破壊す
ることを目的

•対戦車ﾐｻｲﾙ基地を破
壊したと発表

•その後ｲｽﾗｴﾙに戻っ
たとしている



増加し続ける犠牲者
•連日行われる空爆

•その為に傷つき死亡
する人が増える

•25日現在6546人が死
亡うち2704人がこども
5364人の負傷

•自分の子どもたちの
体に名前を書く

•身元確認用



医療面で大きなリスク
•OCHA＝国連人道問題調整事務所によるとガザの35
の病院のうち12の病院は燃料不足などによって運営
できず

•病院の保育器に入っている赤ちゃん130人の生命維
持が難しい

•ﾎﾜｲﾄﾊｳｽはガザ地区の人たちに燃料を供給する必
要があると発表

•40万ℓの燃料を搬入できるように準備している



燃料不足から病院が機能しなくなる



ガザに運び込まれた積み荷は
•21日 ラファ検問所を通過した２０台のトラックの積荷

• 13台には医療関係 外科治療の用具や薬 慢性病
の薬 など

• ５台には缶詰めやパック詰めの食糧

• ２台には44000本の飲料水＞水は22000人の１日分

•ガザ地区の１％の人の１日分しかない

•病院の発電用の燃料は含まれていない

•病院の発電用燃料は底をつきかけている



ガザ地区への支援物資搬入
•21日以降毎日20台ずつトラックが荷物を搬入
•ハマスが武器を隠していないかをチェックするので通
過できる台数が減る
•燃料はハマスが攻撃に転用してしまう可能性がある
ので許していない
•200万人を超えるパレスチナの人 北部から移動して
きた人達は住むところも限られている
•そういった人たちに十分な支援物資の量は至ってい
ない



国連安保理でまた拒否権
•ｱﾒﾘｶ提案の戦闘一
時停止案否決

•賛成10 中露拒否権

•ﾛｼｱ提案の人道的停
戦案も否決

•賛成４ 反対2

•提案国による可否の
判断が優先している



• ｲｽﾗｴﾙはテロを容認している
と反発＞事務総長辞任要求

• ｸﾞﾃｰﾚｽ氏はすぐに声明出す

•ハマスによる攻撃は他と無
関係で起こったのではないこ
とを認識することも重要だ

•パレスチナの人々は５６年間、
息の詰まるような占領下に
置かれてきた

•しかしハマスによる恐ろしい
攻撃を正当化できない

• ｸﾞﾃｰﾚｽ氏の発言は当たり前
のことだといえるのだが



イスラエルはどうしたいのか
•7日に行われたテロ行為を許すわけにはいかない

•アメリカも反抗を容認している

•敵対勢力であるハマスを徹底的に排除する

•毎日空爆を行っている

• ＞ハマスの拠点を排除するため

•ガザの占領を考えているわけではない

•周辺のｲｽﾗﾑ系の国からの攻撃が憂慮される



ネタニヤフ首相が緊急演説（25日）



•ｲｽﾗｴﾙはｱ
ﾒﾘｶの申し
入れを受け
て地上攻撃
を保留

•人道支援と
人質解放を
進める

•数日内に動
きがあるか



いつまで続くのか
•ﾊﾏｽはいまだにｲｽﾗｴﾙにﾛｹｯﾄ弾を撃ち込んでいる

•どれだけの武器を保持しているのか

•補給が出来なければいつかはﾛｹｯﾄ弾を含む弾薬が
枯渇してしまうはず

•ハマスもガザ市内に兵器生産所を所有しているはず

•ｲｽﾗｴﾙとしても支援物資を簡単には搬入させない

•それが新たな武器生産に繋がらないため
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